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主な内容
・大規模災害を例に、デジタル・アーカイブの役割について解説
・情報発信するためにはトータルな視点とコンプライアンスが大切なことを理解
・当面、情報発信しない記録も重要であるとの認識
・減災に役立てるためのアーカイブは、作戦立案の基本であるとの認識
自己紹介―当面の課題
・東日本大震災関係（1月ごとの調査、水戸と笠間、被災者支援研究会、テレビ朝日、野
口雨情）
・フィリピン（ミンダナオ・パナイ島移民の記録）
・デジタル・アーカイブ関係（音のアーカイブ＝読谷村とイルカ鯨、長期保存、超高精
細画＝4 億画素のスキャナーカメラと４K カメラでパル判決、琉球資料、アイヌ資料、
被災が予想される街並みと文化財等の記録）
・生涯学習の可能性の追求（少年院、病院、高齢者施設、ホスピス、減災：社会的負荷）
・減災（災害記録研究会とガイドライン）
１ 今を記録する意味
（１）今を遺せるのは今生きている私たちデジタル・アーキビストしかいないという自覚
（２）今活用できるアーカイブと１００年後に活用できるアーカイブ（学校のＨＰ）
（３）記録をすることと記録を読み解くことの二つの役割
（４）実物や事柄に近い人が伝える意味
２ 大規模災害におけるアーカイブの段階（例）
① 記録（メタデータ）＝利用の条件をイメージ化する。読み解いたことも記録
② 保存（ドキュメンテーションとエラーデータのチェック及び記録方法の変化への対
応、クラウドと物理的分散）
③ 公開（利用条件）情報を誰にどのように利用してもらいたいのかについて明示
④ 利用（出所の明示）
３ 我が国のデジタル・アーカイブの現状
（１）配付資料の解説（福田、坂井）MLAK の連携
（２）公文書館と歴史系博物館（内閣府資料等で解説）
①３９対２．５００ ②美濃紙対 DVD
４ 日本人の歴史感覚
戦後日本人にとって歴史は読み物
忘れられた日本人の寄り合い、沖縄那覇市久米
中国の歴史書
５ 今回の震災
作戦のない国と作戦のあった国
アイスバーク作戦
記録の意味
６ 読み解くことの例：記録をしつつ考えた教育施設の減災
中浜小学校（写真あり）
写真から考えたこと：アーカイブの役割―Ⅰ―
衛星電話とトランシーバー、伝書鳩、バッテリー内蔵型テレビ、マスターキー
一斉放送、指導要録等の保管・分散管理、疎開、地域の防災拠点、水戸の例
事務の標準化、耐火金庫？、生涯学習の転換
７ 不老園と地域の安心・安全
・不老園（写真あり）
写真から考えたこと：アーカイブの役割―Ⅱ―
所管や役割分担では対応できないリスク、シミュレーションのための記録（写真あり：
宮古の大津波の碑）
８ 大規模災害の記録の意味
「失敗の本質」
２万の悲劇ではなく一つの悲劇×２万で対応する感覚のための記録
行きがかりを大切にするアーカイブ
９ アーカイブの基本的な段階の補足説明
記録段階
最終段階の利用の範囲を特定
・誰にどのように利用してもらいたいのかを考える。
・許諾の方針（文化庁とエル・ネット＋著作権情報センター）
保存段階
・ドキュメンテーション：GPS 等の記録段階で取得できなかった情報の取得）
公開
・利用規約の作成
JAXA のデジタル・アーカイブ
利用
・出所の明示（著作権法第 35条のガイドライン：日本書籍出版協会）
10 百年後五百年後千年後の人々のために遺す伝言
国等の行政に頼りすぎない市民が構築するアーカイブ
一人一人が大切と思うものを映像で遺すデジタル・アーカイブ
祭り・手仕事
11 被災者の記録と男女共同参画等
・平時と有事が切り替わらない
・男女が同様の作業ができる意味
・認知症、多国籍への対応
12 全ての事柄は個別の問題の集積
・デジタル・アーカイブは、個別事例を集積した情報の塊
・現在を将来に遺す証言者→現場で考え、伝える内容を考え、伝える
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